
“歴史と伝統を継承し、
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          別府東ＲＣ 会長テーマ
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■ 出席報告　　　　　　委員長　後藤　誠一

本
　
　
日

会員総数 42名 ゲ ス ト ５名

出 席 数 21名 ビジター 10名

欠 席 数 12名 出 席 率 63.64％

前々回の出席率 63.89％ 修正出席率 69.44％

100％ 通算 1578回

出席規定免除(a)： 荒金（別府中央　6/12）

出席規定免除(b)： 岩瀬、黒岩、杉本、加藤、西、

檀上、梅野、箕作

名  誉  会  員 ： 西村

■　メイクアップ

事前　中塚（ガバナー杯）

事後（第1871回例会）

　　　森（ガバナー杯前夜祭）、西（ガバナー杯）

■　欠　　席

安部、笠木、工藤（晴）、森、二宮、岡本、

髙橋、但馬、詫磨、立川、梅津

■　点　　鐘 　12時30分

■　ロータリーソング 　君が代・我らの生業

■　唱　　和　 四つのテスト

　　 言行はこれに照らしてから

　　　　１．真実か　どうか

　　　　２．みんなに公平か

　　　　３．好意と友情を深めるか

　　　　４．みんなのためになるかどうか

■　ビジター　潮崎浩則（大分）、西岡　透、大野晃史

　（別府）、三ヶ尻英明、近藤可奈子、芦刈　 直、

木村大成、渡邊庸子、金本龍生（別府北）、大島

由美子（別府中央）

■　ゲ ス ト 　

　川
か わ

本
も と

　　誠
まこと

氏（㈱カワモト　専務取締役）

　小
お

俣
ま た

　哲
て つ

哉
や

氏（㈱小俣電設工業 専務取締役）

　河
こ う

野
の

　将
ま さ

己
き

氏（㈱ダイア企画

　　　　　　　　不動産建設綜合コンサルタント）

　小
お

原
は ら

　一
か ず

基
き

氏（㈱ LEAVES　代表取締役社長）

　太
お お

田
た

　直
な お

希
き

氏（ライフデザインラボ㈱　専務取締役）

■ 会長の時間 　　　　　　　会長　長野　勝行

　本日は、第２回目の会員増強例会です。前回は

６名のゲストをお招きして、９月28日に開催し、

その内、森君が入会してくれました。今回は５名の

ゲストが来てくれていますので、１人でも多くの

入会を期待しています。会員増強は、今年度の大き

な目標の１つでしたが、伸び悩んでいるのが現状で

す。創立40周年へ向けて、50名体制でバトンタッチ

するべく進めて参りましたが、現実的には難しい

状況になっています。会員増強は、全体的なモチベー

ションの高揚と個々の意識の醸成が大事だと思って

いましたが、その雰囲気を作れなかったことに責任

を感じています。次期は会員増強委員会に配属され

ていますので、１委員として今年度の雪辱を晴らす

べく頑張っていきたいと思います。



■ 幹事報告　　　　　　　　　幹事　久保田高史

１．本日の例会は、会員増強委員会の担当により

「会員増強・新会員勧誘例会」を開催します。

２．ロータリー適用相場変更のお知らせ

　　６月１日より　ロータリーのすべての振り込み

に対する適用相場が、下記とおり変更となりまし

たのでお知らせ致します。　

　　　１ドル　110円（現行108円）

３．第12回（新旧引継）理事・役員会

　（６月７日11：45 ～於杉乃井ホテル　15名出席）

審議事項

　１号議案）会員増強委員会主催「会員増強新会員

勧誘（夜）例会」会費の件　　　　　　＊承認

　　日　時　平成30年６月14日18：30 ～

　　場　所　ホテルサンバリーまるや

　　会　費　1,840円（食事費補助2,160円）

　２号議案）例会スケジュール変更に伴う「座席

指定例会」開催の件　　　　　　　　　＊承認

　　日　時　平成30年６月21日12：30 ～

　　場　所　ホテルサンバリーアネックス

　　内　容　別府青年会議所第43代理事長

中島雄一氏卓話

　３号議案）「会長・幹事・ガバナー補佐慰労会」

会費の件　　　　　　　　　　　　　　＊承認

　　日　時　平成30年６月27日18：30 ～

　　場　所　ホテルサンバリーアネックス３Ｆ

　　会　費　10,000円

　４号議案）クラブ慶事規定より立川諭暢会員へ

「結婚お祝い」贈呈の件

　　＊６月27日「会長・幹事・ガバナー補佐慰労会」

席上での贈呈を承認

　５号議案）ＲＩ第2720地区熊本大分地震支援対

策室より「熊本・大分地震支援プロジェクト」

申請の再募集の件　＊「日台親善少年野球大会・

観光地招待と交流会」の申請提出を承認

　６号議案）新会員候補者の件

＊被推薦者１名の推薦資料受理

　７号議案）クラブ細則第12条による2017―2018年

度会計監査２名選任の件

　　＊竹内孝夫会員、一力秀次会員を選任承認

　　　（2017－2018年度会長・幹事）

　８号議案）2018－2019年度委員会構成の確認、

並びに「別府東ＲＣ創立40周年実行委員会組織

（案）」「創立40周年事業予算（案）」の件　＊承認

　９号議案）昇陽扶輪社へ40周年記念事業を「共同

事業とする締結調印」実施依頼の件　　＊承認

　10号議案）2018－2019年度予算（案）の件　＊承認

　11号議案）2018－2019年度年間スケジュール（案）

の件　　　　　　　　　　　　　　　　＊承認

　12号議案）2018－2019年度定例会場変更の件

＊承認

　　（現行）第１・第４・第５週　杉乃井ホテル

　　　　　　第２・第３週　　　　ホテルサンバリー

　　　　　　　　　　　　　　　アネックス

　　　　　　　　　　　　↓

　　（提案）第４・第５週　　　　杉乃井ホテル

　　　　　　第１・第２・第３週　ホテルサンバリー

　　　　　　　　　　　　　　　アネックス

　13号議案）2018－2019年度お祝い「記念品」の件

＊承認

　　会員誕生日・皆勤は幹事報告への記載のみ、

記念品なし

　　＊独身会員（桝田・石田・尾方・二宮）は、配偶

者お祝いと同様の内容贈呈

　　　結婚記念日「特選豊後牛肉」

　　　　　自宅配達4,320円（ミカド肉店）

　　　配偶者誕生日「花、焼き菓子」

　　　　　自宅配達4,440円（RYOフローリスト3,240

　　　　　＋ニュードラゴン1,200）

　14号議案）2018－2019年度「出席ラッキー賞」

導入（親睦・出席）の件

　　＊毎週例会時に出席者全員を対象とした「ラッ

キー賞」の企画承認

報告確認事項

　2720JapanO.K.ロータリー Eクラブ創立１周年

記念式典・祝賀会登録確認

　　開催日　平成30年６月10日12：00 ～ 15：00

　　会　場　ホテルザーズ　登録料　１人4,000円

　　＊登録者：長野勝行、久保田高史、瑞木一博、

羽田野　徹　以上４名

　3481地区台北昇陽扶輪社年度交代式出席予定者

確認

　　日　程　平成30年６月23日～ 25日

＊年度交代式：６月24日

　　参加者　長野勝行・久保田高史・中塚茂次・

一力秀次・沼田守生・竹内孝夫・加藤

兼司・ 桝 田　 浩・ 山 下 布 美 代・ 尾 方

義顕・羽田野　徹・西林勲二（添乗員

／通訳・新会員候補者）

　例会予定の確認

　≪６月：ロータリー親睦活動月間≫

　　６月７日「第５回（新旧）クラブ協議会」

　　　　　　　12：30 ～杉乃井ホテル

　　　　14日「会員増強・新会員勧誘例会」

　　　　　　　18：30 ～サンバリーアネックス

　　　　21日「ゲスト卓話」中島ＪＣ理事長

　　　　　　　12：30 ～サンバリーアネックス

　　　　27日「会長・幹事・ガバナー補佐慰労会」

　　　　　　　18：30 ～サンバリーアネックス



　≪７月≫　2018－2019年度

　　７月５日「会長・幹事就任挨拶」一力秀次次期

会長、沼田守生次期幹事

　　　　12日「クラブ奉仕関連委員会　各委員長

就任挨拶」

　　　　19日「対外奉仕委員会　各委員長就任挨拶」

　　　　26日「納涼ビアガーデン（新会員歓迎）例会」

４．第15回臨時理事・役員会報告（平成30年６月

８日＜持ち回り＞）

審議事項

　１号議案）新会員候補者（西林勲二氏）選考経過

報告

　　【職業分類】

　　　173.旅行斡旋業（Passenger　Agencies）

　　【今後の予定】

　　　インフォメーション　６月21日12：00 ～

　　　入会式　　　　　　　６月21日12：30 ～

　　　於ホテルサンバリーアネックス

５．第16回臨時理事・役員会報告（平成30年６月

13日＜持ち回り＞）

審議事項

　１号議案）新会員候補者（西林勲二氏）選考経過

報告後のスケジュール変更の件

　　今後の予定の変更について

　　６月21日12：00～インフォメーション

　　　　　　　12：30～例会・入会式→ゲスト出席

　　７月12日12：30 ～入会式

　　　　　　　於ホテルサンバリーアネックス

　２号議案）2018－2019年度Ｒ財団地区補助金・

本申請に係る補助金額通知と減額決定の報告

　　３月28日申請時：

　　　　　　　　事業総額　　630,000円

　　　　　　　　地区補助金　313,500円（2,750 ＄）

　　　　　　　　クラブ拠出額　316,500円

　　６月６日決定通知：

　　　　　　　　地区補助金　270,000円（2,500 ＄）

　　６月11日減額通知：

　　　　　　　　地区補助金　266,760円（2,470 ＄）

　　※次年度2,470 ＄の予算にて奉仕プロジェクト

事業の再申請を実施。

６．６月10日12：00～ホテルザーズに於いて「ＲＩ

第2720地 区2720JapanO.K.ロ ー タ リ ー Eク ラ ブ

創立１周年記念式典・祝賀会」が開催されました。

　出席者：長野勝行会長、瑞木一博公共イメージ委

員長、羽田野　徹会員、久保田高史幹事

７．６月13日18：30～湯元旅館かなわ荘に於いて

「別府市内４ＲＣ（新旧引継）会長・幹事会」が

開催され、クラブを代表して沼田守生次期幹事が

出席されました。また、終了後、懇親会に荒金信

治ガバナー補佐がゲストとして出席されました。

８．2017－2018年度後期立替金請求（５月11日付）

の納入期日が過ぎました。年度末となりますので

ご失念の方は、至急納入方お願い致します。

９．例会変更のお知らせ

　湯布院ＲＣ：６月20日の例会は『会長・幹事

慰労会』の為、６月22日18：30 ～冨季の舎

に日時・場所変更

　大分1985ＲＣ：６月25日の例会は『クラブ

内研修会』の為、同日12：30～大分コンパルホー

ルに場所変更

　中津中央ＲＣ：６月26日の例会は『夜間例会』

の為、同日18：30～グランプラザ中津ホテル

に時間変更

　大分ＲＣ：６月26日の例会は『さよなら夜

の例会』の為、同日18：30 ～アリストンホテ

ル大分に時間・場所変更

　別府中央ＲＣ：６月26日の例会は『会長・

幹事慰労会』の為、同日18：30～ホテル山水館

に時間・場所変更

　竹田ＲＣ：６月26日の例会は『会長・幹事

慰労会』の為、同日18：30 ～丸福古町店に時間・

場所変更

　別府北ＲＣ：６月27日の例会は『新旧会長・

幹事歓送迎会』の為、同日18：30～悠彩の宿

「望海」に時間・場所変更

　宇佐ＲＣ：６月28日の例会は『最終例会・

クラブ協議会』の為、同日18：30～米沢観光園

に時間・場所変更

10．次週は、例会終了後、「第９回中長期計画（40周

年準備）委員会」を開催します。関係の方は、

ご出席をお願いします。

11．次週（６月21日）の例会予定

　「ゲスト卓話」　別府青年会議所　第43代理事長

中島雄一氏

　　12：30～ホテルサンバリーアネックスに於いて

今年度最後の「座席指定例会」となります。

会員皆様方の多数のご参加をお願い致します

12．本日の回覧　①「座席指定例会（ゲスト卓話）」

（６月21日）　②「会長・幹事・ガバナー補佐慰労

会」出・欠席（６月27日）

13．本日の配布　①週報No.1872

≪ＲＩ第3481地区台北昇陽扶輪社社長年度

交代式参加訪問団の方へ≫

集合日時　６月23日７：00集合　７：30出発

集合場所　ホテルサンバリーアネックス

交代式　６月24日18：00～於台北花園酒店２Ｆ

※パスポート・上着・ネクタイをお忘れのない

様にご注意ください

参加者：長野勝行、一力秀次、中塚茂次、加藤

兼司、桝田　浩、竹内孝夫、沼田守生、

山下布美代、尾方義顕、羽田野　徹、

久保田高史　各会員

６月23日

福岡10：55発　チャイナエアライン111便

６月25日

福岡20：00着　チャイナエアライン116便



ディベートとは

　ディベートとは、ある論題について肯定側と否定

側に分かれ、一定のルールの下に議論をするゲーム

です。説得力のある主張をし、ジャッジ役をしてい

る人の半数以上の賛同を得れば勝ちとなります。

　ディベートと聞いて難しそうだと感じる人もいる

でしょう。しかし、心配する必要はありません。ルー

ルが分かれば、実は小学生でも遊べるくらい簡単に

できるゲームです。また、勝つコツもあります。

　ディベートは、ディスカッションのように誰かが

ずっと喋っているということはなく、いかなる時

も下記の流れで行われます。流れを覚えることは、

作戦を立てる上で非常に重要です。まずは頭に入れ

てしまいましょう。

　「年賀状を廃止すべきか」という議題を例に挙げ

て、ディベートのコツをご紹介していきます。

ディベートの流れ

　①肯定側立論

　②肯定側立論に対する質疑（反対尋問）

　③否定側立論

　④否定側立論に対する質疑（反対尋問）

　
　※作戦タイム①

　⑤否定側反
は ん

駁
ば く

　⑥肯定側反
は ん

駁
ば く

　
　※作戦タイム②

　
　⑦否定側最終弁論

　⑧肯定側最終弁論

　大会によっては順番が違うこともありますが、

ディベートは左記のような流れで行われます。与え

られる時間や、ディベーターの人数、司会（チェア

マン）、タイムキーパー、判定員（ジャッジ）の人数

も決められています。司会とタイムキーパーを１人

で行う場合もあります。

肯定側立論

　ディベートの立論とは、主張の論証です。

　「年賀状を廃止すべきか」という議題では、肯定

側は「年賀状を廃止すべきだ、なぜ、なら○○だか

らだ」というメリットを述べねばなりません。実は、

ディベートの試合では、自分が肯定側なのか否定側

なのかを、当日に知らされることも多くあります。

どちらになっても立論できるよう、議題になってい

る事柄についてできるだけ詳しく調べておくこと

が、ディベートの最も重要なコツです。

肯定側立論に対する質疑（反対尋問）

　相手の立論に対して質問を投げかけることを、

質疑（または反対尋問）と呼びます。

　例えば、「年賀状を廃止すべきか」という議題に

おいて、肯定側立論で下記のように理由付けがなさ

れたとします。

　・スマートフォンやSNSが普及したのでそれを

使用すればいい

　・年賀状は手間やコストがかかり、時間の無駄で

ある

　・年賀状の紙を作るために森林が破壊されている

　・最近では年賀状が売れず、多くの郵便局員が

自爆営業をしている

　否定側はこの立論に対して、「森林が破壊されて

いるといいましたが、どれくらいの木が伐採されて

いるのですか?」「スマートフォンを持っていない場

合はどうしますか？」などの質問を投げかけます。

　コツは、なるべく相手を揺さぶることができる

質問を投げかけることです。

　初心者は質疑の時点で反駁を始めてしまうことが

ありますが、質疑では質問以外はしてはいけません。

矛盾への指摘は反駁までとっておきます。

否定側立論

　肯定側立論と同じように、否定側も否定する理由

を述べます。ここでは、「年賀状を廃止すべきでない」

という意見に対しての理由を述べねばなりません。

　例えば下記のような立論をしたとしましょう。

　・年賀状にはあたたかみがある

　・日本の伝統文化なので、なくすべきではない

■ お祝い

　会員誕生日　永嶋　政人会員（６月15日）

　　　　　　　笠木　隆弘会員（６月17日）

　結婚記念日　笠木　隆弘会員（６月14日）

　　　　　　　髙橋　　郁会員（６月16日）

　　　　　　　瑞木　一博会員（６月17日）

　　　　＊ご自宅に特選豊後牛肉をお届けします。

■ ニコボックス　　　　　　

　永嶋政人会員　明日、６月15日で満95歳になり

ます。１０口

　一力秀次会員　７人目の100歳超えを、今日新聞、

大分合同新聞の２社に記事として載せていただ

きました。これからも頑張って長生きに貢献

していきたいと思います。３口お願いします。

会　員　　山　下　唱　徳



　・あまり会う機会のなかった人にも自然に送る

ことができる

　・年末年始のみとなるが、多くの人の雇用機会を

生んでいる

　次の質疑で、この内容に対して肯定側が質問を

行います。

否定側立論に対する質疑（反対尋問）

　先程の肯定側立論に対する質疑と同じように、

今度は肯定側が否定側に、立論された内容に対して

の質問を行います。コツは、できるだけ多くの質問

を投げかけることです。

　ここで質問した内容から得た返答は、反駁で利用

します。自分たちの有利な流れを作る機会を逃さな

いようにします。

　ここでは、下記のような質問がされたとしましょう。

　・日本の伝統文化と言いましたが、いつからの

文化ですか？

　・会う機会がない人に送れるといいましたが、

住所がわからない場合はどうしますか？

　もし質問した内容に対しての答えを自分で持って

いたり、矛盾点を突きたいという気持ちになっても、

ここで出してはいけません。言うべきことは主張

しつつ、切り札を出すまでぐっとこらえるのが、ディ

ベートのコツです。

　自分の手の内をすぐに晒さないのは、頭を使う

ゲームの共通のコツです。相手の出方を見ながら、

どうやって攻めていくかを考えましょう。

否定側反駁

　ディベートでは、立論で相手が主張した内容に

対して、矛盾を指摘したり、データが不足している

ことを指摘することを、反
は ん

駁
ば く

と呼びます。

　否定側反駁では、否定側が、肯定側が立論で主張

した内容に対しての反駁を行います。

　・SNSを年賀状代わりに使うとのことだが、使え

ない人もいるため、手段として年賀状を廃止

すべきではない

　・調べたところ、年賀状は自然破壊とは関係な

かった

　・自爆営業をさせないようにすることはできる。

例えば、～すればよい

　ジャッジを説得できるような内容を組み立てて

おくことが、反駁のコツです。

肯定側反駁

　肯定側反駁では、肯定側が、否定側が立論で主張

した内容に対しての反駁を行います。

　・年賀状にはあたたかみがあるといってたが、

最近ではスタンプを使用するなど、SNSでも

あたたかみを出すことはできる

　・紙からデータにかわったとしても、伝統文化と

して残っていることにはなる

　・会う機会がなかった人にSNSで挨拶したとして

も、何の問題もないし、普段からやりとりを

行うきっかけとなる

　こちらも、ディベートの参加者がなるほどと説得

されてしまうような反駁を、否定側にぶつけます。

　ところでこの反駁、相手の話をきっちり聞いて

いないとできません。ディベートでは、相手が話す

内容をきちんと理解する必要があります。これが

勝利するコツです。

最終弁論

　ディベートでそれぞれが主張や反駁を出し切った

ところで、いよいよ最終弁論となります。

　ディベートの最終弁論では、これまでの議論を

まとめ、最終的な意見を述べます。

　最終弁論の組み立て方にも、ディベート特有の

コツがあります。

　はじめに、相手側に反駁されたことに再反駁を

して、自分たちの主張と比較をします。

　比較の仕方はいろいろありますが、お互いの立論

の主張をひとことで言い表し、何が共通して

いるか、何が対立しているかを述べます。

　それから自分のメリット（デメリット）の重要性

を相手のものと比べながら、こちらの方が重要で

あるということを、改めて主張します。

自分の主張をジャッジや聴衆に伝える

　ディベートのコツは、聴衆を納得させられる多く

の情報をできるだけ時間内に喋ることです。立論

だけでなく、反駁などのことも考えなければならな

いので、非常に頭を使います。

　ディベートの議題が分かったら、すぐに関係のあ

る事柄について詳しく調べておく必要があります。

　ディベートでは、テーマについて知っておくこと

でどちらの立場に立っても意見を述べられる状態を

作っておくことが必要です。これを丁寧にしておけ

ば、相手が主張してくる内容の予想も立てられる

ようになります。

　しかし、相手も同じように議題について調べます。

こちらの手の内のほとんどは知られているものだと

思い、より隙をつくことができる主張を用意して

おくようにすると、理想的でしょう。ディベートの

醍醐味はここにあります。

ディベート例会　チーム分け

「ロータリークラブには、機会があればぜひ入会

すべきである」について

チーム リーダー オブザーバー

A 神田 幸 山下（布）工藤（陽）中村 太田

B 竹内 永嶋 山下（昌）尾方 西 川本 河野

C 桝田 樽谷 沼田 後藤 長野 小俣

D 一力 瑞木 石田 工藤（恵）羽田野 小原
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